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偏心型マイクロナノバブル発生器を搭載した
環境負荷低減・省エネ型の洗浄システムを開発

　当社は、マイクロナノバブル発生器の開
発および除菌装置等の開発を行っていま
す。以前所属していた有限会社トリビオッ
クスラボラトリーズで開発したマイクロナ
ノバブル発生器の特許取得後、2015（平
成27）年に研究拠点をKICKに移し、2018
（平成30）年に当社を設立しました。
　マイクロナノバブルとは直径数十ミクロ

ン以下の微細気泡で、①自ら泡が小さくなって内部圧力を増し、
消滅する瞬間にエネルギーを放出する、②マイナスの電荷を
帯び、プラスの物質を引きつけて一緒に浮上分離する、などの
特性を有します。マイクロナノバブル発生器は水と空気を攪拌
する装置で、水を循環させる際にポンプで空気を送り込むと、
装置内部の円筒部分が毎分2～4万回転することによって中の
空気がせん断され、気泡が細かくなります。円筒部分を装置中
央ではなく、偏心させて配置している点が特徴。当社独自の偏
心型マイクロナノバブル発生器を搭載したシステムを用いれ
ば、金属加工で使う切削油の洗浄を、有機溶剤を使わずに行う
ことが可能です。また、空気をオゾンガスに置き換えたオゾン
マイクロナノバブルが溶け込んだオゾン水なら、野菜・果物の
洗浄や食器・まな板・雑巾の除菌、新型コロナウイルスの除菌な
どに活用できます。

オゾンマイクロナノバブル除菌装置の新製品を発売
　2022（令和4）年、京都産業21の支援を得て開発したオゾン
水による「業務用新型コロナウイルス除菌装置」を発売しました。
当社従来製品を低コスト・小型化したもので、あらゆる施設の手
洗い場や食品加工の現場などに設置可能です。また同年2月よ
り、電源不要で家庭の水道蛇口に接続するだけで使える、オゾ
ン水による新型コロナウイルス除菌
装置「バプテスターAW1000-TS」
の販売も開始。10秒の洗浄で新型
コロナウイルスが99％死滅します。
KICKに入居していると京都産業21
から販路開拓などのサポートを得や
すく、大企業等での豊富な経験を持
つ方と互いに情報交換や助言し合
える点が魅力。この環境を活かしな
がらオゾンマイクロナノバブルの酸
化力を応用して、京野菜や苺などの
除菌、さらには産業分野への取り組
みもしていきます。

環境負荷低減・省エネ型の洗浄システム、
オゾンマイクロナノバブル除菌装置を展開

株式会社クリーンバブル研究所
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Comp a n y  P r o f i l e
●代表取締役／平賀 哲男
●所　在　地／京都府木津川市木津川台9-6 
　　　　　　　けいはんなオープンイノベーションセンター
●電　　　話／080-1431-9509　　●設　　　立／2018（平成30）年2月1日
●事 業 内 容／高性能マイクロナノバブル発生器の開発および除菌等の応用開発

“けいはんな”発、元気企業
けいはんな支所では、ビジネスマッチング等の財団事業の窓口として、地域内の企業をサポートし
ています。「“けいはんな”発、元気企業」シリーズでは、“けいはんな”で生まれチャレンジし続ける
企業や他の地域からけいはんなに移転された元気な企業の代表者にお話を伺います。

取  材

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 けいはんな支所　TEL：0774-95-2220  E-mail：kick@ki21.jp
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どをモニタリングし、自動や遠隔操作で飼育環境を最適化する
システムを開発しました。

養殖場を設立し、養殖・販売事業を本格化
新たな品種改良にも着手
　今回「『企業の森・産学の森』推進事業」を活用し、宮津市に養
殖工場を設立。「次世代水産養殖システム」の事業化に向けて
踏み出しました。本養殖場で「22世紀鯛」「22世紀フグ」を養殖
し、自社のECサイトで販売を開始。好評をいただいています。
また「22世紀フグ」は宮津市のふるさと納税返礼品にも採用さ
れています。今回の推進事業の活用によって、事業化の確かな
手ごたえを掴んだこと、何より当社を温かく受け入れ、後押しし
てくださった宮津市の水産業活性化に貢献できる可能性を示
せたことは、得難い収穫でした。
　今後は、品種改良した種苗の販
売や養殖技術のフランチャイズ展
開も進めます。また地域の特性や
社会のニーズに応じた新しい品種
の開発にも取り組んでいきます。

ゲノム編集技術による品種改良と養殖の自動化で
水産物の新品種の開発と養殖に成功

　ゲノム編集技術をはじめとした品種改良
技術と、AI・IoTを用いた養殖自動化システ
ムを組み合わせて、水産物の新品種開発と
養殖を実現し、日本の水産業の存続・発展
に貢献したい。そうした思いから2019(平
成31）年4月、当社を設立しました。
　当社は、ゲノム編集技術によって狙った
遺伝子だけを切り取ることで、わずか2～

3年という短期間で水産物を品種改良する手法を確立しまし
た。遺伝子を外から導入したり、放射線や薬剤によってランダ
ムに遺伝子を欠失させる従来の品種改良法と比べ、極めて安
全です。これにより可食部が大きなマダイ「22世紀鯛」、成長性
の高いトラフグ「22世紀フグ」を生み出すことに成功しました。
　もう一つの強みは、品種改良と生産性向上の両方を可能に
する養殖技術にあります。ゲノム編集を施した卵を孵化させ、
成魚にまで育てる養殖技
術がなければ品種改良を
実現することはできませ
ん。当社は産学連携によっ
てこの技術を確保するとと
もに、AI・IoTを使って魚の
状態や水温・溶存酸素量な

Comp a n y  D a t a
●代表取締役社長・CEO／梅川 忠典
●所　在　地／京都市左京区吉田本町36-1 京都大学国際科学イノベーション棟
●電　　　話／075-600-2963　　●設　　　立／2019（平成31）年4月10日
●事 業 内 容／水産物の種苗の生産・販売、水産物の養殖・販売、養殖技術の
　　　　　　　フランチャイズ展開

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業２１ 事業成長支援部 企業支援グループ　TEL.075-315-9425  E-mail：sangaku@ki21.jp

「『企業の森・産学の森』推進事業」活用企業紹介「『企業の森・産学の森』推進事業」活用企業紹介 取  材

リージョナルフィッシュ株式会社ゲノム編集技術による品種改良と養殖自動化システムで
日本の水産業の持続的発展に貢献する

令和元年度「『企業の森・産学の森』推進事業」の「Ⅲ本格的事業展開コース」に採用されたリージョナルフィッシュ株式会社の代表
取締役社長を務める梅川 忠典氏に、「次世代水産養殖システム」の開発をはじめ事業について伺いました。

代表取締役社長／CEO
梅川 忠典氏

https://regional.fish/

可食部の大きい「22世紀鯛」の実寸大模型

品種改良した卵を孵化・生育

代表取締役　
平賀 哲男氏

業務用新型コロナウイルス
除菌装置

自己発電式
新型コロナウイルス除菌装置
「バプテスターAW1000-TS」
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